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第 68 集（1996 年）にまとめられている。同報告において，ご自身は「東国の人物埴輪群像と死者
儀礼」と題する論考を著し，人物埴輪を対象として儀礼の背景にある観念へと議論を進めておられ
る。古墳出土資料から儀礼と観念に接近する検討視点は，「埴輪の世界―人物埴輪の背景―」『古代
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資料整理という実践を経て，2003 年 3 月開催の開館 20 周年記念展示「はにわ―形と心―」や 2006
年に上梓された『東国の埴輪と古墳時代後期の社会』として結実したのである。こうした，埴輪か
ら古墳時代の東国社会を多角的に描出した研究は大きく評価されている。
一方，日韓の学術交流に尽力されたのも杉山先生の大きな業績である。大韓民国の国立文化財研
究所や大学校博物館などの研究機関と連携して，「古代日韓における非鉄金属製品の成分組成に関
する比較研究」（科学研究費補助金・国際学術研究）を推進された。ここでは，金属製品の製作技
法を検討し，古墳時代における日本列島と朝鮮半島の製作技法の異同について新たな知見を提供さ
れたのである。技術系譜から日韓の資料を比較する試みは，1990 年代初めにおいては重要な取組
みであった。資料に基づく堅実な国際共同研究を推進したものとして高く評価できよう。2004 年
には，歴博にて国際研究集会「百済の国際交流―武寧王陵の最新研究をめぐって―」を開催された。
また，本館と釜山大学校博物館との国際学術交流協定締結をうけて，日韓古墳の年代観を比較検討
するプロジェクトを実行された。2006 年には国際研究集会「日韓古墳時代の年代観」を開催し，
2007 年には国際研究集会「韓日における三国・古墳時代の年代観」を開催されたのである。これは，
日韓両国の主要な古墳時代・三国時代研究者が揃うほどの大規模なものであり，両国学界の熱い注
目を浴びる結果となった。2005 年以降は，共同研究「6 世紀墓制にみる倭の対外交流と文化変容の
比較研究」（基幹共同研究『交流と文化変容に関する史的研究』）を主催された。ご自身が研究を推
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進するだけではなく，日韓の研究者に向けて広く開かれた議論の場を提供することに，終始心を砕
かれたのである。
こうした国際学術交流の推進は，大学共同利用機関たる本館に相応しいものである。現在，本館
は，国立文化財研究所をはじめ大韓民国の数多くの研究機関と学術交流協定を締結しているが，そ
の多くは学術交流の体制整備に努められた杉山先生のご尽力に負うところが大きい。
館外でも，1992 年には埴輪研究会会長に就任し，1998 年には東北関東前方後円墳研究会代表幹
事に就任され，古墳時代研究や埴輪研究を牽引してその発展に尽力された。学界活動だけでなく，
文化財の保護や整備・活用事業にも積極的に関与してこられた。佐倉市文化財審議会委員や印旛郡
市文化財センター理事として，本館の所在する地元佐倉や佐倉をふくむ印旛地域の文化財保護・活
用に大きく貢献された。埼玉県の「彩の国さきたまの公園づくり」事業や群馬県藤岡市の「毛野の
白石丘陵公園」史跡整備，あるいは千葉県の芝山古墳群整備基本構想など，関東地方の著名な古墳
に関連する史跡整備にも数多く携わられた。関東地方の著名かつ重要な古墳の調査・整備に大きな
貢献を果たすのみならず，地元地域の文化財関連事業にも尽力されたのである。なお，1990 年度
には，千葉県教育委員会からの委託を受けて，受託研究「県内主要古墳発掘調査」を担当し，西の
台古墳の発掘調査を主導された。そこには，千葉県に在職されて以来一貫した「地域社会と連携し
た文化財保護」に対する杉山先生の姿勢が見えてくる。
総合研究大学院大学では，文化科学研究科日本歴史研究専攻の創設以来，分析調査論や古代技術
史を担当し，主任指導教員や論文主査として若手研究者の指導育成に力を注がれた。ことに，留学
生の指導にも熱心に取り組まれた。研究活動において日韓の学術交流を推進するだけでなく，国際
的な学術交流を大学院教育においても実践されたことは大きな功績であろう。また，大学での講義
を通じて，幅広い人材の育成にも大きく貢献された。早稲田大学文学部や教育学部，國學院大學文
学部や国士舘大学文学部などで，長年にわたり考古学や歴史学の非常勤講師を務められた。
2000 年には徳島大学総合科学部にて，集中講義「博物館資料論」を担当されたが，学際的研究を
実践する杉山先生のお立場を十二分に発揮した講義であったといえよう。
常に「広く開かれた議論の場」を提供することに心を砕かれたそのお姿は，大学共同利用機関を
具現するものであった。共同研究，展示，国際シンポジウムや国際研究集会など杉山先生が主宰す
る本館の研究事業は，いずれも議論の場であることを強く意識したものであった。昨今は各機関で
の研究成果の独自性や先端性のみに目が向きがちであるが，杉山先生が専心された「広く開かれた
議論の場」にこそ独創的で先進的な新たな研究の芽が萌えてくるのではないだろうか。歴博に刻ま
れた杉山先生の足跡は，このことを我々後進に示しておられるのだと感じている。
